
 

 

 

 

 

長かった夏休みも終わり、校庭に、教室に、子ども 

たちの元気な声が戻ってきました。楽しい経験や思い 

出がたくさん作れたことでしょう。 

心身ともに一段と成長した子どもたちに、２学期も 

安心安全で心をこめた、おいしい給食を提供したいと 

思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

        長い夏休みの間に、規則正しい生活習慣が崩れてしまう

ことは誰にでもあることです。でも、学校が始まったら 

お休みモードの体を、早く学習モードに戻し、勉強や運動

にがんばれるようにしたいものです。そのための一番の近

道は「毎日朝ごはんを食べる」ことなのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

朝、目がさめてしばらくすると、急におなかがすいてきます。これは、毎

日決まった時間に食事をとっていると、食べる前から胃液や消化酵素が分泌

の準備を始め、胃も動き始めるからです。体に備わっている体内時計が「さ

あ、朝ごはんを食べる時間だ！」といって消化器官に準備を始めさせたので

す。 

このように「食べる準備」ができた時に食事をすると、おいしく消化も良

い状態で朝食を食べることができます。でも、朝ごはんを食べないことが続

くと、だんだん体が食べる準備をしなくなり、食欲も起こらなくなってきま

す。そうならないよう、親として「早ね・早おき・朝ごはん」のリズムを整

え、７時ごろにはおなかがすく体をつくってあげたいものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


